
付
表

核
物
質
の
区
分

核

物

質

形

態

第

一

群

第

二

群

第
三
群
（
注
ｃ
）

１

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

（
注
ａ
）

未
照
射
（
注
ｂ
）

二
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

五
〇
〇
グ
ラ
ム
を

超
え
二
キ
ロ
グ
ラ

ム
未
満

一
五
グ
ラ
ム
を
超

え
五
〇
〇
グ
ラ
ム

以
下

２

ウ
ラ
ン
二
三
五

未
照
射
（
注
ｂ
）

ウ
ラ
ン
二
三
五
の

濃
縮
度
が
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
ウ
ラ
ン

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

超
え
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
未
満

一
五
グ
ラ
ム
を
超

え
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
下

未
照
射
（
注
ｂ
）

ウ
ラ
ン
二
三
五
の

濃
縮
度
が
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
以
上

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト

未
満
の
ウ
ラ
ン

一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

超
え
一
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
未
満

未
照
射
（
注
ｂ
）

ウ
ラ
ン
二
三
五
の

濃
縮
度
が
天
然
ウ

ラ
ン
に
お
け
る
混

合
率
を
超
え
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
未
満

の
ウ
ラ
ン

一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上

３

ウ
ラ
ン
二
三
三

未
照
射
（
注
ｂ
）

二
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

五
〇
〇
グ
ラ
ム
を

超
え
二
キ
ロ
グ
ラ

ム
未
満

一
五
グ
ラ
ム
を
超

え
五
〇
〇
グ
ラ
ム

以
下

４

照
射
済
燃
料

劣
化
ウ
ラ
ン
、
天

然
ウ
ラ
ン
、
ト
リ

ウ
ム
又
は
低
濃
縮

燃
料
（
核
分
裂
性

成
分
含
有
率
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
未

満
）（
注
ｄ
、注
ｅ
）
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ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
管

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
金
属
若
し
く
は
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
の
管
又
は
こ
れ
ら
の
管
の
集
合
体
で

あ
っ
て
、
１
に
規
定
す
る
原
子
炉
の
内
部
に
お
い
て
使
用
す
る
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作
し
、
か
つ
、
ハ
フ

ニ
ウ
ム
と
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
と
の
重
量
比
が
一
対
五
百
未
満
の
も
の
（
い
ず
れ
か
の
十
二
箇
月
の
期
間
に
お
い
て
五
百

キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
量
の
供
給
を
行
う
場
合
に
限
る
。）

７

一
次
冷
却
材
ポ
ン
プ

１
に
規
定
す
る
原
子
炉
に
お
け
る
一
次
冷
却
材
の
循
環
の
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製

作
し
た
ポ
ン
プ

８

原
子
炉
内
装
物

炉
心
支
持
柱
、
燃
料
チ
ャ
ネ
ル
、
熱
遮
L
体
、
調
節
板
、
炉
心
格
子
板
、
拡
散
板
等
１
に
規
定

す
る
原
子
炉
の
内
部
に
お
い
て
使
用
す
る
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作
し
た
原
子
炉
内
装
物

９

熱
交
換
器

１
に
規
定
す
る
原
子
炉
の
一
次
冷
却
材
回
路
に
お
い
て
使
用
す
る
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作

し
た
熱
交
換
器
（
蒸
気
発
生
器
）

10

中
性
子
検
出
機
器
及
び
中
性
子
計
測
機
器

１
に
規
定
す
る
原
子
炉
の
炉
心
内
部
の
中
性
子
束
を
測
定
す
る
た
め

に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作
し
た
中
性
子
検
出
機
器
及
び
中
性
子
計
測
機
器

11

原
子
炉
燃
料
要
素
の
加
工
プ
ラ
ン
ト
及
び
原
子
炉
燃
料
要
素
の
加
工
の
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作
し
た
設

備
12

原
子
炉
燃
料
要
素
の
加
工
又
は
ウ
ラ
ン
同
位
元
素
の
分
離
に
使
用
す
る
た
め
の
ウ
ラ
ン
の
転
換
プ
ラ
ン
ト
及
び
当

該
ウ
ラ
ン
の
転
換
の
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作
し
た
設
備

附
属
書
Ｂ

防
護
の
水
準

第
三
群
（
付
表
の
定
義
に
よ
る
。）

使
用
及
び
貯
蔵
に
当
た
っ
て
は
、
出
入
が
規
制
さ
れ
て
い
る
区
域
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

輸
送
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
の
予
防
措
置
（
荷
送
人
、
荷
受
人
及
び
運
送
人
の
間
の
事
前
の
取
決
め
並
び
に
国
際
輸

送
の
場
合
に
あ
っ
て
は
供
給
国
及
び
受
領
国
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
権
及
び
規
制
に
服
す
る
者
の
間
の
事
前
の
合
意
で
あ
っ

て
、
輸
送
に
係
る
責
任
の
移
転
す
る
日
時
、
場
所
及
び
手
続
を
明
記
し
た
も
の
を
締
結
す
る
こ
と
を
含
む
。）の
下
に
行

う
こ
と
。

第
二
群
（
付
表
の
定
義
に
よ
る
。）

使
用
及
び
貯
蔵
に
当
た
っ
て
は
、
出
入
が
規
制
さ
れ
て
い
る
防
護
区
域
（
警
備
員
又
は
電
子
装
置
に
よ
り
常
時
監
視

さ
れ
る
区
域
で
あ
っ
て
、
適
切
な
管
理
の
下
に
あ
る
限
定
さ
れ
た
箇
所
に
お
い
て
の
み
出
入
が
可
能
な
物
理
的
障
壁
に

よ
り
囲
い
込
ま
れ
た
も
の
を
い
う
。）内
に
お
い
て
又
は
防
護
の
水
準
が
こ
れ
と
同
等
の
水
準
に
あ
る
区
域
内
に
お
い
て

行
う
こ
と
。

輸
送
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
の
予
防
措
置
（
荷
送
人
、
荷
受
人
及
び
運
送
人
の
間
の
事
前
の
取
決
め
並
び
に
国
際
輸

送
の
場
合
に
あ
っ
て
は
供
給
国
及
び
受
領
国
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
権
及
び
規
制
に
服
す
る
者
の
間
の
事
前
の
合
意
で
あ
っ

て
、
輸
送
に
係
る
責
任
の
移
転
す
る
日
時
、
場
所
及
び
手
続
を
明
記
し
た
も
の
を
締
結
す
る
こ
と
を
含
む
。）の
下
に
行

う
こ
と
。

第
一
群
（
付
表
の
定
義
に
よ
る
。）

こ
の
群
に
属
す
る
核
物
質
は
、
次
に
定
め
る
信
頼
性
の
高
い
方
式
に
よ
り
、
許
可
な
し
に
使
用
さ
れ
る
危
険
か
ら
防

護
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

使
用
及
び
貯
蔵
に
当
た
っ
て
は
、
高
度
に
防
護
さ
れ
た
区
域
（
第
二
群
に
属
す
る
核
物
質
に
つ
い
て
定
め
る
防
護
区

域
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、
信
頼
性
に
つ
き
確
認
を
受
け
た
者
に
の
み
出
入
が
許
可
さ
れ
、
か
つ
、
適
当
な
関
係
当
局
と

の
緊
密
な
連
絡
の
下
に
あ
る
警
備
員
に
よ
り
監
視
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）内
に
お
い
て
行
う
こ
と
。
こ
の
関
連
に
お
い

て
と
ら
れ
る
具
体
的
な
措
置
は
、
攻
撃
、
許
可
さ
れ
な
い
出
入
又
は
許
可
さ
れ
な
い
関
係
核
物
質
の
除
去
を
探
知
し
、

及
び
防
止
す
る
こ
と
を
、
そ
の
目
的
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

輸
送
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
群
及
び
第
三
群
に
属
す
る
核
物
質
の
輸
送
に
つ
い
て
定
め
る
特
別
の
予
防
措
置
の
下
に

お
い
て
、
さ
ら
に
、
護
送
者
に
よ
り
常
時
監
視
さ
れ
、
及
び
適
当
な
関
係
当
局
と
の
緊
密
な
連
絡
が
確
保
さ
れ
る
状
況

の
下
で
行
う
こ
と
。

注
ａ

全
て
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
八
の
同
位
体
濃
度
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
除
く
。）

注
ｂ

原
子
炉
内
で
照
射
さ
れ
て
い
な
い
核
物
質
、
又
は
原
子
炉
内
で
照
射
さ
れ
た
核
物
質
で
あ
っ
て
当
該
核
物

質
か
ら
の
放
射
線
の
吸
収
線
量
率
が
遮
L
の
な
い
距
離
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
お
い
て
一
グ
レ
イ
毎
時
（
一

〇
〇
ラ
ド
毎
時
）
以
下
で
あ
る
も
の

注
ｃ

第
三
群
に
掲
げ
る
量
未
満
の
も
の
並
び
に
天
然
ウ
ラ
ン
、
劣
化
ウ
ラ
ン
及
び
ト
リ
ウ
ム
は
、
少
な
く
と
も

管
理
に
つ
い
て
の
慎
重
な
慣
行
に
従
っ
て
防
護
す
る
も
の
と
す
る
。

注
ｄ

第
二
群
に
属
す
る
核
物
質
と
し
て
の
防
護
の
水
準
が
望
ま
し
い
が
、
い
ず
れ
の
締
約
国
政
府
も
、
具
体
的

な
状
況
に
つ
い
て
の
評
価
に
基
づ
き
、
こ
れ
と
異
な
る
区
分
の
防
護
の
水
準
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
ｅ

他
の
燃
料
で
あ
っ
て
当
初
の
核
分
裂
性
成
分
含
有
量
に
よ
り
照
射
前
に
第
一
群
又
は
第
二
群
に
分
類
さ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
燃
料
か
ら
の
放
射
線
の
吸
収
線
量
率
が
遮
L
の
な
い
距
離
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
お
い
て
一
グ
レ
イ
毎
時
（
一
〇
〇
ラ
ド
毎
時
）
を
超
え
る
間
に
お
い
て
は
、
防
護
の
水
準
を
そ
れ
ぞ
れ
一

群
ず
つ
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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大
臣

岸
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